
         

平
成
二
十
九
年
度 

第
四
回
理
事
会
を
開
催 

 
 
 
 
 

 

平
成
三
十
年
三
月
十
二
日
（
月)

～
十
三
日
（
火
）
大
阪
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
九
年
度
第
四
回
理
事

会
を
開
催
。
各
都
道
府
県
連
か
ら
理
事
、
代
議
員
二
十
五

名
が
出
席
し
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

付
議
議
案
で
あ
る
（
１
）
平
成
二
十
九
年
度
活
動
報
告

（
２
）
提
言
Ⅱ
新
し
い
施
設
の
具
体
像
・
Ｐ
Ｔ
会
議
報
告
と
今

後
の
計
画
（
３)

平
成
三
十
年
度
全
国
大
会
の
開
催
（
４
）
会

費
値
上
げ
に
つ
い
て
（
５
）
各
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
の
廃
止
に
つ
い
て
、

そ
の
他
五
０
０
万
円
資
金
カ
ン
パ
の
報
告
等
を
議
題
と
し
ま

し
た
。 

 

活
動
報
告
に
於
い
て
は
、
新
体
制
の
中
で
、
部
会
を
組
織

し
、
年
度
計
画
に
対
し
夫
々
の
部
会
代
表
か
ら
報
告
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
提
言
Ⅱ

・
Ｐ
Ｔ
会
議
は
、
一
月
十
五
日
・

十
六
日
に
福
岡
市
に
お
き
、
第
６
回
の
会
議
を
行
い
提
言

Ⅱ
の
視
点
、
論
点
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
会
費
値
上
げ

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
事
業
内
容
、
組
織
運
営
の
具
体

化
を
ま
と
め
、
試
算
等
を
充
分
に
示
し
、
理
解
と
協
力
を
求

め
て
い
く
こ
と
で
、
継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。  

 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
南
副
理
事
長
か
ら
全
施
連
を
取
り
巻
く
直
近
の

状
況
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。 

由
岐
理
事
長
あ
い
さ
つ 

由
岐
理
事
長
は
、
最
近
の
情
勢
を
含
め
た
、
以
下
の
よ
う

な
挨
拶
を
行
な
い
ま
し
た
。 

こ
こ
二
・
三
年
の
法
律
改
正
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
改
革
、

地
域
包
括
ケ
ア
法
成
立
で
は
、
三
〇
の
法
律
を
一
括
で
充

分
な
審
議
を
せ
ず
に
国
会
を
通
す
や
り
方
を
し
て
い
る
。
厚

生
労
働
省
は
我
が
事
・
丸
ご
と
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
法
律
改
正
を
し
、
報
酬
改
定

を
し
て
い
る
。
報
酬
改
定
も
利
用
者
・
家
族
に
直
接
影
響
を

今
の
段
階
で
は
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
が
、
概
要
を
見
る
と

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
も
生
活
介
護
事
業
が
導
入
さ
れ
る
。
今

後
、
設
備
基
準
や
職
員
の
配
置
基
準
な
ど
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
の
法
改
正
が
続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

我
々
は
、
こ
れ
か
ら
の
動
き
を
注
視
し
、
関
心
を
持
っ
て
そ

れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
知
識
と
運
動
力
を
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
本
当
に
「
茹
で
ガ
エ
ル
」
に
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
茹
で

上
が
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。 

今
、
全
施
連
は
、
各
都
道
府
県
連
支
部
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
執
行
部
も
こ
れ
か
ら
も
っ
と
役
割

分
担
し
な
が
ら
、
計
画
・
実
践
に
取
組
ん
で
い
き
、
よ
り
一

層
の
運
動
と
し
て
の
指
令
部
を
活
発
化
し
て
、
考
え
方
、
企

画
を
担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
日

間
の
理
事
会
が
実
り
あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
理
事
、
代

議
員
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
提
案
な
ど
い
た
だ
き

た
い
。
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。 

障
害
者
基
本
計
画(

第
４
次)

案
に
意
見
書 

 

内
閣
府
障
害
者
政
策
委
員
会
か
ら
意
見
募
集
が
あ
り
、

全
施
連
と
し
て
の
意
見
を
理
事
長
名
で
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
要
旨
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一
、 

障
害
の
あ
る
女
性
、
子
供
及
び
高
齢
者
の
複
合
的
困 

 
 

難
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
い
支
援 

 

タ
イ
ト
ル
を
「
障
害
の
あ
る
高
齢
者
、
女
性
及
び
子
供
の

～
」に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

「
高
齢
者
施
策
と
の
整
合
性
に
留
意
し
て
行
く
必
要
が
あ 

る
」
と
あ
る
が
、
「
留
意
す
る
と
共
に
、
特
に
状
態
の
変
動
、

症
状
の
多
様
化
を
早
期
に
把
握
し
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」に
文
言
を
変
更
す
る
べ
き
。 

二
、
防
犯
対
策
の
推
進 

 

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
を
踏
ま
え
、
安
全
確
保
体
制 

 

の
構
築
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、
夜
間
人
員
配
置
の
増
加 

 

が
実
現
可
能
な
報
酬
改
定
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。 

三
、
権
利
擁
護
の
推
進
、
虐
待
の
防
止
、
意
思
決
定
支
援

の
推
進 

 

い
ず
れ
も
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
助
成
は
全
額
を
助

成
す
べ
き
で
あ
る
。 

四
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
等 

 

標
記
実
現
に
向
け
て
迅
速
な
体
制
（行
政
・福
祉
協
会
・  

 
 

施
設
長
団
体
・
職
員
・
利
用
者
の
保
護
者
）
構
築
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
早
期
実
現
開
始
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
す
べ
き

で
あ
る
。 

五
、
障
害
福
祉
を
支
え
る
人
材
の
育
成
・
確
保 

 

課
題
に
対
す
る
解
決
方
法
や
、
財
源
確
保
の
計
画
を
明

確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

全
施
連 

ニ
ュ
ー
ス 

発行者 
一般社団法人 

全国知的障害者施設家族会連合会 
理事長 由岐 透 
編集 全施連広報・情報部会 
〒650-0016 
神戸市中央区橘通 3-4-1 
神戸市立総合福祉センター内 
℡ 078-371-3930 
第 17 号 2018 年 3 月 31 日発行 



第
６
回
Ｐ
Ｔ
会
議
を
終
え
て 

 
 

～
本
年
度
社
員
総
会
時
に
提
言
骨
子
を
提
示
～ 

 
 

 

去
る
、
一
月
十
五
・
十
六
日
福
岡
市
に
於
い
て
開
催
さ
れ

た
第
六
回
の
Ｐ
Ｔ
会
議
で
は
、
新
し
い
施
設(

地
域
共
生
ホ
ー

ム)

の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
の
視
点
論
点
等
に
つ
い
て
確
認

を
し
ま
し
た
。 

１
、
提
言
Ⅱ

で
は
、
現
存
す
る
生
活
施
設
を
改
革
す
る
た

め
の
方
向
性
や
方
法
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
具
体
的
に
提

案
す
る
。 

２
、
「
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
権
利 

 

条
約
」)

を
「
提
言
Ⅱ
」
の
根
拠
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
以

降
、
「
提
言
Ⅱ
」
で
は
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
概
念
を
用
い
る
。 

３
、
「
居
住
の
場
や
居
住
の
あ
り
方
」
の
提
言
な
の
か
、
「
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ー
生
涯
構
想
」
を
想
定
し
た

提
言
な
の
か
を
明
確
に
す
る
。 

４
、
提
言
の
主
語
を
、
障
害
の
あ
る
人
に
統
一
し
た
う
え
で
、

本
人
の
願
い
を
実
現
す
る
家
族
・
関
係
者
の
見
解
を
述
べ
る

形
態
に
す
る
ー
障
害
の
あ
る
市
民
と
し
て
本
人
を
位
置
づ

け
る
内
容
と
す
る
。 

５
、
生
活
施
設
を
地
域
の
主
要
な
社
会
資
源
と
し
て
位
置
づ

け
、
地
域
住
民
や
公
的
機
関
、
民
間
福
祉
団
体
等
に
向
け

て
施
設
の
機
能
を
開
放
す
る
。 

６
、
「
新
し
い
施
設
」
の
呼
称
を
「
地
域
共
生
ホ
ー
ム｣

と
し
て

普
及
さ
せ
、
す
べ
て
の
障
害
の
あ
る
人
な
ら
び
に
地
域
住
民

が
地
域
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
す
る
。 

７
、
「
地
域
共
生
ホ
ー
ム｣

を
障
害
者
総
合
支
援
法
等
の
法

制
度
に
位
置
づ
け
さ
せ
る
。 

８
、
章
立
て
の
中
に
「家
族
の
役
割｣

を
加
え
た
。 

９
、
施
設
に
は
現
に
劣
悪
な
施
設
が
あ
り
、
そ
の
存
在
を
テ

コ
に
し
て
施
設
批
判
が
存
在
し
続
け
て
い
る
。
現
行
の
入
所

施
設
が
生
み
出
し
て
い
る
問
題
の
根
源
を
明
ら
か
に
す
る
。 

１
０
、
看
取
り
ま
で
可
能
な
体
制
の
整
備 

１
１
、
職
員
の
待
遇
の
改
善
と
研
修
制
度
の
確
立
ー
常
勤 

換
算
と
い
う
ご
ま
か
し
や
小
規
模
化
す
れ
ば
う
ま
く
い

く
と
い
う
ご
ま
か
し
を
批
判
す
る
。 

１
２
、
“し
ょ
う
が
い
”の
表
記
に
つ
い
て
は
「障
害
」で
統
一
す 

 

る
。 

１
３
、
「
提
言
Ⅱ
」
作
成
後
に
概
要
版=

わ
か
り
や
す
い
版

を
作
成
し
、
会
員
全
体
の
学
習
に
利
用
す
る
。 

         
資
金
カ
ン
パ
目
標
達
成 

  

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
ご
支
援
に
よ
り
提
言Ⅱ

 

の
策
定
に
か
か
る
活
動
資
金
は
、
３
月
末
現
在
四
百
九
十

二
万
九
千
九
百
九
十
六
円
と
、
ほ
ぼ
目
的
額
に
達
し
ま
し

た
。
本
年
六
月
を
目
途
に
骨
子
提
案
の
完
成
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               
     

編 

集 

後 

記 

 

全
国
的
に
桜
の
開
花
の
頼
り
が
届
い
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
、
東
日
本
で
は
寒
い
日
々
が
続
い
て
い
る
よ
う

で
す
。
全
施
連
ニ
ュ-

ス
・
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
こ
と
の
一
部
分
し
か
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
が
、
全

施
連
の
ホ-

ム
ペ-

ジ
で
そ
の
折
々
の
出
来
事
を
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

全施連会員のみなさまへ 

会員向けがん保険・医療保険の募集を実施いたします。 

入院、通院、三大治療にしっかり備える 

‘がん保険‘(満８５歳の方まで契約いただけます。） 

   内容：がんと診断されたとき一時金 １００万円 

   入院給付金(１日目から日数無制限）  １万円(１日） 

   通院給付金（日数無制限)       １万円(１日） 

   手術給付金・放射線治療給付金（１回につき）２０万円 

‘医療保険‘ （満８５歳の方まで契約いただけます。） 

   内容：病気ケガで入院したとき     ５千円（１日） 

   病気ケガの入院前後に通院したとき   ５千円（１日） 

取扱保険会社：株式会社トーア（アフラック代理店）TEL 0120-25-2225 

詳しいことのお尋ねやご相談は、 全施連組織・財政部 

 （石川 誼 副理事長＝北海道家族連 TEL：011-512-8728）へ 

  

第１４回 全施連全国大会 

in ひょうご 
全国の皆さん兵庫でお会いしましょう 

大会テーマ 

今から始める第一歩！ 

     ～福祉の後退を許さない～ 

   日  時   ：２０１８年１０月２３日（火） 

                     ～２４日（水） 

   会  場   ：シーサイドホテル舞子ビラ神戸 

   参加費  ：大会参加費    ６，０００円 

          ：交流会費     ７，０００円 


